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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

現代日本の教育制度・教育行政・学校経営について、その骨格となる基本原理や歴史的経緯を理解するとともに、学校制度、教育課程、教員
制度、国と地方の教育行政に関する基本的事項を知り、歴史的・国際的観点に立って教育制度の今日的課題について考察する力を獲得する。
また、学校経営、学校安全、地域連携などについて原理と実践のあり方を知る。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method) 基本的に講義形式です。テーマによって、グループディスカッションを実施します。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 教育法と教育制度 教育法を学ぶことの意味、法規とは何か（授業ガイダンス） □

第2回 子どもの権利 子どもの権利条約について □

第3回 近代公教育制度の成立と展開（1） 戦前から戦後日本国憲法下における教育への転換 □

第4回 近代公教育制度の成立と展開（2） 日本国憲法における教育を受ける権利 □

第5回 近代公教育制度の成立と展開（3） 新旧教育基本法の違いについて □

第6回 教育内容の制度 教育の目的・目標と教育課程について □

第7回 学校の制度 学校の設置・管理と地方教育行政制度 □

第8回 義務教育の制度 学校における生徒の地位と教育的処遇 □

第9回 教育の機会均等（1） 教育費の負担と経済的支援（子どもの貧困について） □

第10回 教育の機会均等（2） 障害を持つ子どもの教育、マイノリティーの子どもの教育について □

第11回 教職員の制度（1） 教員の職務と身分（教員養成・研修について） □

第12回 教職員の制度（2） 教員の職務と身分（学校安全について） □

第13回 教育行政の制度 教育政策と教育行政 □

第14回 保育の制度 保育制度改革と義務教育との接続について □

第15回 教育制度をめぐる諸問題と課題の考察 15回を通じたまとめ □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

授業の最後に提示したテーマについて、次回の授業前に調べ学習をすること（2時間）。 授業後に授業内で配布した参考文献・資料等を参考
に復習すること（2時間）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

筆記試験・リアクションペーパーを含む平常評価（授業参加・貢献度）にて評価する。授業の終わりに毎回リアクションペーパーを提出する
こと。最終試験は返却しない。リアクションペーパーは毎時間ごとに解答を添えて返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

　 ◆ 2018子ども発達DP1 教育法・制度に関する基本原理や歴史的経緯に関する知識を獲得すること。



　 ◇ 2018子ども発達DP2 教育法・制度の仕組みを理解し、それに対する自らの意見を論理的に説明できるこ
と。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

90% 0% 0% 10%

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 教育小六法2020版（予定） 9784313011960

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


